
ワット・ビット連携の今後

海老原孝 NTT株式会社常務執行役員技術企画部門長
岡本浩 東京電力パワーグリッド株式会社取締役副社長執行役員
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～ beyond 連携 ～



足元の
DC需要
への対応

2030年頃 2030年代前半 2030年代後半

新たなDC集積
拠点の実現

DC地方分散
･高度化の

推進

ワット・ビット連携の実現に向けた進め方のイメージ 2

APNを活用したDC運用の
ユースケース拡充

新たなDC集積
地選定

通信インフラの先行的整備

電力インフラの先行的・計画的整備

国際海底ケーブル・IXの整備

系統負荷軽減に資する
分散DCの運用実現

その他の考慮事項

• 地域共生

• 国際的視点
電力系統接続の規律確保・

運用ルール見直しによる既存設備の最大限活用

電力 DC 通信

新たなDC集積地への立地

DC効率化の研究開発

将来のGPU低価格
化の可能性

APNの全国的整備

高度なワークロードシフトの技術開発

AI推論・負荷分散等を見据えたDCの地方分散

ウェルカムゾーンマップの活用

高度なワークロードシフトの技術開発等

蓄電池等との一体運用



2 つの 事実

1. まだ 10％ のデータしか AI は 食べていない。

 90% の新市場の可能性
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2 つの 事実

1. まだ 10％ のデータしか AI は 食べていない。

 90% の 新市場の可能性

2. 集中と分散 の 振り子 

        『分散』へ
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Centralized

Distributed



From

  Centralized Lock-on {Public} Cloud 
                            
To

  Distributed Edge ｛Private｝Cloud
   with Physical/Embodied AI, Agentic AI, 

Federated & Transfer Learning
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経済の主力基盤が、

交通/物流
エネルギー/電力

情報
デジタル

水

【土地の拡張】
物流、上下水、防衛
～Sharing Economy～

デジタル的
地政学

物流 物流
  ＋
エネルギー(電)流

情流

物理的 地政学
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海老原 孝  NTT株式会社 常務執行役員 技術企画部門長 
岡本 浩  東京電力パワーグリッド株式会社 取締役副社長執行役員 
前田 章博 さくらインターネット株式会社 取締役 （オンライン） 
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キーワード 
1. APN, “Photonic”
2. 拠点”結合/連携”コンピューティング   

a. 密結合  ・・・ 含 リージョン（土地＆電力＋遅延）  
b. 疎結合  ・・・ サーバ ～ ユーザ 多層構造（横＆縦）

3. 電脳“融合”構想・・・・beyond 連携
a. ビジネス構造 ・・・電力・通信・データセンター 
b. サイバー（熱）  ＋  電力 ＋ フィジカル(モバイル)  
c. キャンパス連携, e.g., 東大GX 

4. エネルギー地産地消(含 地球（+宇宙）レベル) 
5. APAC/ASEAN という戦略的成長領域 10
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